



断化された。奴隷制度は、単純にプランテーション経済の利害にとどまらず、自由と平等をどう構成するべきかの理念の問題に発展してゆく。人種 条件 一定の人々を平等から排除することが、平等 理念 否定するのか、責任を担える者 間で真の平等を強化するのか。理性ある人類の自然的本性ゆえに奴隷は即時無条件に解放すべし 主張に対して奴隷は聖書も認める正当な制度だ する主張がぶ
つかり合い、対立する主張はまったく妥協の余地のないことばの応酬となった。
こうして最高度に感情が昂る中、南北戦争直前のアメリ
カ合衆国は感情の赴くまま双方とも相手のことばを聴かずに行動する時代に突入してゆく たとえば、本来「頭を割らないために票割り」とするのが代議政治の智恵であったはずなのに、連邦議会 議場で奴隷制を非難するサムナー上院議員を南部のブルックス下院議員 持っていた杖で文字通り「頭を打ち割る」 いう事件が起き サムナー重体に陥りかろうじて回復するほどの傷害を受けた。
もはやいかなる議論も出版物も感情を動かす すぎなく
なっていたことを端的に示すのが、ハリエット・ストウの『アンクル・トムの小屋』出版であった。ストウはプランテーションを訪ねたこともなく奴隷 実情を描いた作品とはいえない一方で、主人公とプランター家族の一員と人間
的な交流も描いており、直ちに一方的感情に走 内容ではない。しかし、北部では、さらには国際的にも、幅広く奴隷制に反対する強い非難感情を巻き起こした。他方、南部では著者の単 る空想の産物で奴隷制の否定的側面だけ強調しているとして激しい敵対感情を呼び起こした。感情熱狂が社会全体 拡がったときことばは力を失い、常軌を逸してゆく。因みに、福澤諭吉が渡米して観察したアメリカはこの時期で、異常 雰囲気の中で民主政治が危機 瀕していた頃であった。
こうした感情の昂りの中で注目すべき政治家が、エイブ
ラハム・リンカンであった 「相分かれた 家は立つ能わず」と警告のことばを冷静に発していた 聴く耳を持たない者達に対しても、奴隷制の拡大に反対するだけで現存の奴隷制に手をつける ないと繰り返し訴え けている。一八六〇年の選挙では南部地域 投票所 おいて大統領候補者として名前の記載もなされず、南部諸州は彼の当選を自己の否定と受け止めて分離を決め戦争のやむなきに至るそれに対してリンカンは、戦争中 「不道徳な南部」をたたきつぶせという懲罰的感情論が強かったにもかかわらず、連邦の修復を見据えて慎重に政策 追求 た。有名 奴隷解放宣言でも連邦側についた州の奴隷解放には触れていのである。ゲティスバーグの演説でも、邪悪 勢力撃破
に成功した偉大な戦いなどといった調子は全くない。南北をあえていわず戦闘そのものが自由と平等の理念に生まれた共和国を守る めの闘いである 強調している。
国民感情が異常なほど昂った状況の中で、極めて冷静に
振る舞った政治家が たことで、アメリカ政治は以後も何度か国民感情の異常な興奮を経験しながらも、ことばが世論を主導する民主 の実を失うこと くやってきた。今トランプ大統領の民衆感情 煽 ポピュリズムはその伝統からの大きな逸脱を意味する。身内の仲間に か通じなロッカールーム・トークのことばで感情を煽って る。彼は公共に向けて議論を提起する冷静なことばではなく 支持者だけの集会、ラリーで聴衆を大いに沸かせる ばを発し続けている。アメリカ政治における とことばの役割に改めて注目しなければならない。レッド・ステートとブルー・ステートの分断は想像以上に南北戦争前夜に近のかもしれない。
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